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「
当
日
は
晴
天
で
し
た
。
早
曲
明
か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
町
は
。
新
ら
し
き

平
塚
市
H

の
希
望
に
燃
え
た
っ
て
い
ま
し
た
し

こ
の
記
事
は
、
市
制
二
十
五
年
誌
に
の
っ
た

u
市
制
施
行
の
思
い
山
山
N

に
書
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
F

}

こ
で
は
数
点
の
写
真
で
、
む
か
し
の
平
塚
を
ふ
り
返
っ
て
み

ま
し
た
。
自
動
車
も
あ
ま
り
走
ら
な
い
、
の
ど
か
な
平
塚
で
し
た
。

砂
市
制
問
織
行
司
忽
い
出
u

に
は
つ
ぎ
の
よ
っ
に
も
書
か

れ
て
い
ま
す
ロ

ご
}
の
日
か
ら
一
週
間
、

平
塚
は
市
制
祝
賓
の
た
め
の

車
問
ぴ
の
ち
ま
た
と
化
し
ま
し

た
ロ
市
内
町
道
路
と
い
う
道

路
は
、
こ
と
ご
と
く
装
飾
き

れ
ま
し
た
。
旗
、
ち
ょ
う
ち

ん
、
ま
ん
幕
な
ど
が
美
々
し

く
飾
り
た
て
ら
れ
、
空
前
の

人
出
に
混
雑
を
き
わ
め
ま
し

た
」当

時
的
古
川
民
が
、
N

市
に
な

っ
た
8

こ
と
を
い
か
に
募
ん

だ
か
、
よ
く
と
ら
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
喜
び
も
つ

か
の
間
の
こ
と
で
し
た
。
日

本
的
世
情
は
こ
の
と
き
す
で

に
、
精
い
か
げ
が
き
し
て
き

て
い
ま
し
た
。

市
紛
が
し
か
れ
て
一
か
月

ば
か
り
た
っ
た
あ
る
日
、
倒

的
五
一
五
事
件
が
起
き
ま

し
た
。
当
時
的
犬
養
首
相
が

総
理
大
臣
官
邸
で
殺
害
さ
れ

る
と
い
う
こ
の
事
件
が
‘
や

が
て
平
塚
に
と
っ
て
も
い
ま

わ
し
い
、
あ
の
戦
争
へ
の
募

あ
き
と
な
っ
た
の
で
す
。
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表

(
昭
和
七
年
か
ら

ハ
υ
'
p
o

-

-

平
塚
が
待
望
的
市
制
を
施
行
。
人
口
三
六
、

O
二
八
人
、

世
帯
数
七
、
因
。
八

初
代
市
長
に
鈴
木
清
寿
氏
が
就
任

第
二
代
市
長
に
馬
場
義
也
氏
が
就
任

市
立
実
科
高
等
女
学
校
(
高
浜
高
校
円
前
身
)
が
発
足

第
殴
尋
常
小
学
校
(
い
ま
の
富
士
見
小
)
が
創
設
き
れ
、

第
一
尋
常
小
学
校
(
い
ま
の
栄
養
小
)
の
究
家
が
分
籍

し
た

市
営
ブ

i
ん
が
同
開
設
さ
れ
た
。
い
ま
の
藤
誠
ヶ
丘
プ
ー
ル

支
部
事
変
は
じ
ま
る

第
一
一
一
代
市
長
に
源
問
敬
治
氏
が
就
任

県
立
平
塚
工
業
学
授
が
浜
岳
に
校
舎
を
新
築
し
た
。
市
T

塚
古
同
校
、
い
ま
の
平
塚
工
業
高
校
内
前
身
で
あ
る

米
の
配
給
過
駿
制
制
、
魚
介
類
的
配
給
制
制
は
じ
ま
る

市
内
的
小
学
校
五
校
が
底
民
学
校
と
改
称
し
た

市
立
図
書
館
が
平
塚
同
国
民
学
校
の
一
室
に
開
設

第
鴎
閉
由
民
学
校
内
生
徒
有
閏
正
二
郎
君
が
、
日
本
一
の

健
康
優
良
出
品
愛
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

真
珠
湾
攻
撃
、
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る

衣
料
が
切
符
縦
と
な
る

ア
メ
リ
カ
爆
撃
機
が
本
市
上
占
禁
に
初
め
て
飛
来

第
泊
代
市
長
に
篠
原
忠
治
郎
氏
が
就
任

学
徒
戦
時
動
員
体
制
が
確
立
、
平
塚
か
ら
も
学
徒
が
続

続
出
擁
し
た

学
童
擦
問
聞
が
は
じ
ま
る

ア
メ
リ
カ
空
撃
が
大
挙
平
塚
市
上
空
に
殺
到
、
大
藤
撃

を
し
た
た
め
、
平
塚
は
一
夜
に
し
て
焼
野
原
と
な
っ
た

日
本
が
無
条
件
降
伏
す
る

平
塚
市
町
人
口
が
激
減
し
た

新
内
切
り
替
、
ぇ
、
預
金
封
鎖
で
物
僚
が
狂
殺
す
る

復
興
事
業
所
が
間
開
設
さ
れ
、
区
函
繋
翠
が
は
じ
ま
る

農
地
改
革
が
実
施
さ
れ
る

5

・
3
秘
的
教
育
が
決
定

平
塚
翁
工
会
議
所
が
設
立
き
れ
た

公
選
に
よ
る
第
一
一
樹
市
表
選
に
椋
調
停
篤
太
郎
氏
が
当
選

し
、
第
五
代
市
長
に
就
任

義
務
制
市
立
中
学
校
が
創
立
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
学
校
内
窓
ガ
ラ
ス
が
き
か
ん
に
滋
難
に
あ
、
ヲ

小
学
校
が
崇
善
・
富
士
見
・
港
・
松
原
・
花
水
と
改
稔

市
立
図
書
館
が
回
出
火
薬
癒
内
に
復
活
問
問
銭
す
る

小
中
高
校
と
も
男
女
共
学
が
実
施
さ
れ
る

戦
後
集
団
活
織
を
関
い
た
怒

7
!ケ
y
ト
が
、
区
百
聞
整

理
に
協
力
す
る
た
め
解
数
す
る

市
内
各
車
問
底
的
小
売
自
由
鱗
絡
を
調
棄
し
た
と
こ
ろ
、

察
下
島
市
中
繍
絡
が
最
低
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
る

+
東
海
道
拡
張
工
事
が
馬
入
橋
か
ら
新
宿
西
前
町
ま
で
、

応
完
成
す
る

議
事
堂
が
見
掛
問
ム
口
に
落
成
。
千
円
札
が
発
行
さ
れ
た

10 
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戦
災
葱
後
の
新
編
の
幾
け
縁
関
脇
索
。

(
ロ
一
議
緩
筑
撮
影
)

昭
和
お
卒
、
第
一
開
闘
の
七
夕
ま
つ
時
。
舶
U

掛
醜
丹
も
小
さ
か
っ
た

受察当

昭和47王手4月1B 

の
平
塚

丹
ま
し
た
が
、
結
果
に
お
い
て

は
す
べ
て
建
設
的
な
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

平
塚
競
輪
場
内
繍
場
、
七
夕

ま
つ
り
な
ど
は
市
内
発
展
と
平

塚
市
内
名
を
金
間
四
に
ひ
ろ
め
る

こ
と
に
役
立
ち
ま
し
た
。
な
に

も
な
い
と
こ
ろ
に
家
が
建
ち
は

じ
め
、
学
校
や
総
設
も
つ
ぎ
つ

ぎ
と
建
設
さ
れ
、
や
が
て
翁
命

的
な
合
併
が
行
な
わ
れ
、
今
告

の
平
塚
市
と
な
っ
た
の
で
す
。

穆
終
戦
で
古
い
日
本
が
大
き
く

崩
壊
し
ま
し
た
。
平
塚
市
民
も

焦
土
の
な
か
に
た
く
ま
し
く
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

世
相
の
な
か
で
、
農
地
改
革
、

殺
し
い
選
挙
、
六
一
一
一
制
酬
と
男
女

共
学
、
区
画
整
理
な
ど
、
ぴ
っ

く
ワ
す
る
よ
う
な
い
ろ
山
ろ
の

こ
と
が
矢
つ
ぎ
ば
ゃ
に
実
施
き

れ
ま
し
た
。
反
対
や
混
乱
も
あ

(3 ) 

お

-
5
・
1

平
塚
駅
が
完
成
し
た
。
総
工
費
五
百
万
円

7
・

1

復
興
ま
つ
り
が
盛
大
に
関
穫
さ
れ
た

HU-m
灘
輪
場
が
竣
工
、
弘
呂
第
一
一
回
議
論
が
実
施
さ
れ
る

町
四
・
7
・

1

七
夕
ま
つ
り
，
、
は
じ
め
て
同
開
催
さ
れ
る
。
ミ
ス
平
塚
に

和
混
同
踊
子
さ
ん
が
決
定

柏
崎
・
7
・

4

第
一
一
一
回
七
夕
ま
つ
れ
ソ
に
コ
平
塚
恋
し
ゃ
」
を
発
表

明
日
・
7
・
日
旭
村
が
合
併
a

人
口
三
、
九
五
個
人
、
世
帯
七
一
二

7・

m
数
年
来
問
問
題
の
あ
っ
た
新
仲
通

q
が
舞
踊
瑚
し
た

閉山・

5
・
1

第
六
代
市
長
に
戸
川
貞
雄
氏
が
当
選
L
、
就
任
し
た

m
-
m
見
附
合
体
育
舘
が
完
成
す
る

m
-
m剖

第

mw
鶴
岡
田
氏
体
育
大
会
が
祷
奈
川
県
で
行
な
わ
れ
、
平

塚
市
内
議
会
場
で
も
緩
設
が
行
な
わ
れ
た
。

お

-
E
-
m副
大
野
町
・
神
間
村
・
城
島
村
・
金
回
村
・
土
沢
村
お
よ

ぴ
国
岡
崎
村
の
大
部
分
が
合
併
し
た
.
人
口
二
七
、
九
八

八
人
、
世
帯
五
、
二
一
一
六

ぉ
・

5
・
1

ま
ち
ぐ
る
み
労
働
祭
は
ヒ
め
て
閤
開
催

相叫

'
1

金
羽
村
が
合
併
。
人
口
題
、
五
六
九
人
、
世
帯
七
九

O

M

品
・
7
・

1

平
塚
釈
須
禦
地
下
道
が
醐
開
通

7
・
日
花
水
ム
?
撫
子
原
な
ど
の
新
軒
町
名
が
実
擁
さ
れ
る

災
・

4
・
1

平
塚
釈
窓
口
乗
臨
時
認
と
跨
縁
臨
臨
機
が
完
成

u
・
3

「
愛
の
銭
い
が
鳴
り
は
ヒ
め
る

ぉ
・

4
・
し
尿
処
理
施
設
が
大
神
に
で
き
る

孔
・

3

第
一
一
倒
産
業
ま
つ
つ
醐
開
催
、
平
塚
市
援
も
六
会
場
で

お
・

1
・
平
塚
・
厚
木
開
問
新
県
議
が
完
成
、

8
動
車
で
お
分

5
・

m
交
通
安
全
の
た
め
糞
色
い
オ
パ
さ
ん
が
立
ち
は
じ
め
る

幻
・
7
・

S

市
総
鈎
閤
周
年
記
念
事
業
的
一
つ
と
し
て
市
民
セ
ン
タ
ー

が
完
成
、
落
成
式
が
行
な
わ
れ
た

8

・
新
火
葬
場
町
新
設
が
題
材
に
着
工
き
れ
る

お
・

5

・
1

第
七
代
市
長
に
加
藤
一
太
郊
氏
が
就
任

ぉ
・
1
a
大
神
涜
掃
作
業
場
内
新
ゴ
ミ
綾
部
品
鳴
が
完
成
す
る

5
・
鈍
午
前
0
蒋
を
嗣
期
し
て
市
内
電
話
相
が
自
動
化
し
た

nu
・
3

新
市
庁
舎
完
成
、
落
成
式
が
行
な
わ
れ
る

川

w
・
2
・
3

は
じ
め
て
の
泌
歳
立
春
式
が
挙
行
き
れ
る

3

・
1

公
共
下
水
滋
事
業
が
決
定
。
市
域
内
組
%
に
、
初
年
開
問

に
叩
捌
躍
時
間
円
を
投
じ
て
完
成
す
る
事
業
が
着
工
さ
れ
る

7
・
幻
数
河
野
一
郎
氏
に
名
誉
市
民
的
称
号
を
追
鶏

8
・

m
中
央
地
下
道
が
完
成
、
踊
開
通
し
た

日
叫
・
7
・

1

湖
南
海
岸
公
麹
に
新
プ

i
ル
三
つ
が
完
成
、
オ
ー
プ
ン

畠
-
路
市
内
主
要
道
路
の
輔
舗
装
率
的
・
7
%
を
一
部
す

日M

・
S
・
5

お
万
人
口
H
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
。
劉
村
一
一
一
、

O
五
七
番
地

の
鈴
木
洋
美
ち
ゃ
ん

ロ
・
お
名
誉
市
民
第
二
号
に
数
比
企
能
達
氏

M
W

・
4
・
M

新
聞
四
番
館
、
文
化
セ
ン
タ

i
内
に
オ

i
プ、
J

8
-
9

中
心
調
癒
衡
に
歩
行
者
天
恩
が
実
現
し
た

8
2
比
三
和
ケ
ミ
カ
ル
平
塚
工
場
で
懇
発
事
故
。
死
者
4
入、

重
軽
傷
者
は
人
が
で
た

u
e
m
新
市
民
病
銭
が
最
新
の
設
織
を
も
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
た

蛸
・

3
・
幻
須
罵
地
下
道
が
同
開
通
し
た

市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
結
婚
式
、
こ
の
日
三
千
組
を
逮
成

革
命

M
H

須
翼
地
区
の
井
戸
水
の
塩
水
化
が
間
同
怒
と
な
り
、
水
質

検
変
が
は
じ
ま
る

8
・
m
追
分
交
差
点
に
県
下
紛
の
横
断
地
下
歩
道
が
完
成

立・

1

人
口
口
万
人
を
突
破
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(6 ) 

大
野
小
学
校
五
年

河
潔
鵠
史
江

私
が
育
っ
た
こ
の
平
塚
。
遠
足
で
い
ろ
い
ろ
な
所
を
見
て
包
り
ま
し
た
。
穂

高
平
、
お
初
の
官
語
、
平
塚
町
塚
等
が
あ
り
ま
す
。
訟
は
こ
の
塚
を
見
る
ま
で
平

塚
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
わ
け
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前
と
比
べ
る
と
ず

い

ぶ

ん

発

展

し

た

こ

と

九

な

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

が
よ
〈
わ
か
っ
ま
す
。

i

:

急
車
義
察
今
で
は
八
ム
官
官
な
ど
で
き

こ
れ
は
士
市
や
地
元
町
人
三
島
瀦
鰭
轟
瀦
趨
態
勢
az

わ
が
れ
て
お
り
ま
す
が
、

逮
に
よ
っ
て
出
来
上
が
鞠
鞠
鱒

f
x繍
繍
輪
一
人
一
人
が
自
分
の
冊
商

っ
た
こ
と
と
患
い
ま
す
。
鞠
輯

V
議

欝

蓄

に

気

を

付

け

て

、

他

私
も
こ
れ
か
ら
の
平
塚

j

j
総

務

警

護

J
芸
人
の
め
い
わ
く
に
な
る

発

援

の

た

め

に

、

少

し

よ

う

な

こ

と

を

し

な

け

で

も

役

立

つ

人

濁

に

、

、

れ

ば

、

少

し

は

公

害

を

へ
ら
す
事
が
出
来
る
か
と
用
品
い
ま
す
。
そ
し
て
平
塚
市
内
発
展
と
共
に
、
こ
の

美
し
い
相
撲
野
町
自
然
の
す
が
た
を
い
つ
ま
で
も
残
せ
る
よ
う
に
、
私
も
で
き

る
だ
け
努
力
を
し
て
愛
す
る
平
塚
の
た
め
に
が
ん
ば
れ
ソ
た
い
と
患
い
ま
す
。

号外ら つ か

し

7年4月1B 

五
t
描
像
植
樹
柵
顕
山
門
持
組

+A描
即

へふ混が仏闘員〉

〈
昭
和
七
年
四
丹
生
ま
れ
)

市
秘
密
十
嵐
撃
と
い
う
こ
と
で
、
改
め
て
平
塚
と
私
と
の
こ
と
を
考
え
て
み

た
。
私
も
一
平
塚
惑
と
悶
ヒ
昭
和
七
年
間
関
月
生
ま
れ
だ
か
ら
で
あ
る
。
訟
の
関
十

年
間
も
若
臨
時
の
多
い
人
生
だ
っ
た
が
、
平
塚
市
も
大
変
だ
っ
た
。
海
軍
火
薬
臨
臓

の

お

か

げ

で

大

を

成

し

っ

た

。

し

か

し

先

人

は

た

平

塚

だ

っ

た

が

、

そ

偉

か

っ

た

。

み

ご

と

な

の
火
薬
騒
の
た
め
に
致
弘
毅
線
懇
幾
緩
壁
、
再
惑
を
果
し
た
。
そ
し

命
的
な
戦
災
を
受
け
た
。
臨
九
護
霊
滋
伊
て
今
、
人
口
十
七
万
人

品
丹
と
き
焼
け
跡
を
み
謡
撃
態
総
警
灘
?
を
越
え
る
大
都
市
と
な

な
が
ら
、
来
し
て
再
建

d
議

饗

懇

議

号

¥

っ

た

。

し

か

し

こ

の

で

き

る

だ

ろ

う

か

と

忽

十

七

万

人

は

、

他

の

っ
た
ほ
ど
の
打
撃
だ
、

r

ジ
ま
ち
か
ら
来
た
市
民
が

多
い
。
四
十
潟
年
を
迎
、
え
た
い
ま
の
平
塚
市
は
、
こ
の
憶
の
ま
ち
か
ら
来
た
市

民
に
よ
っ
て
成
長
し
た
の
だ
。
地
元
町
人
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
市
民
と
と
け

あ
っ
て
‘
よ

q
仲
臨
み
よ
い
平
塚
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

浜
岳
中
学
校
三
年

赤
星
真
紀
子

黒
部
丘
秋
山
高
治

〈ム
V
A

弘
乱
開
貝
)

(
昭
和
七
年
冊
目
丹
生
ま
れ

太
織
が
昇
る
。
海
は
そ
の
光
を
浴
び
て
輝
き
、
空
は
広
々
と
し
た
車
内
さ
を
議
「
平
塚
市
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
間
十
年
前
の
昭
和
七
年
問
月
一

え
て
い
る
。
緑
町
薬
は
鳳
に
揺
れ
て
競
る
。
人
々
は
や
が
て
始
ま
る
一
自
の
関
目
。
偶
然
な
が
ら
、
そ
の
翌
日
が
訟
の
誕
生
自
で
あ
る
。
ま
ず
市
民
的
一
人
と

幕
に
、
た
く
ま
し
い
力
的
封
を
切
る
。
薬
し
い
自
然
的
豊
か
な
る
町
平
塚
。
い
し
て
平
塚
市
制
沼
十
周
年
の
記
念
日
を
心
か
ら
祝
福
し
た
い
勺
。
怒
え
ば
こ
の
m密出

ま
、
そ
し
て
こ
れ
か
$
ら
句
弘
轟
輯
襲
甥
に
行
つ
た
ニ
と
が
あ
る
o

十

年

、

変

化

に

と

ん

だ

髄

襲

の

時

代

を

の

り

1、ニ〕‘ええ、

の
駅
町
町
乎
塚
o

人
々
は
こ
)
ポ
、
弘
麗
畿
犠
腸
蟻
嬢
人
ご
A
の
中
で
き
れ
い
ロ
汚
月
自
で
あ
つ
た
。
間
鶴
間
十
、
一

)

}

V

の
平
樺
嫁
略
で
鵬
燃
踊
、
え
え
上
が
る
o

&

縫
幾
瀦
瀦
錦
繍
磁
臨
機
畿
な
飾
り
に
感
嘆
し
、
ま
年
同
棋
の
叶
歴
史
(
人
生
)
縫
緩
欝
懇
ゴ
テ
齢
鑓
畿
に
生
き
、
私
達
の
ま
ち

町
全
体
い
か
活
気
に
譲
る
。
畿
マ
結
論
糊
F
a
畿
瀦
灘
簿
必
欝
た
人
々
の
開
明
る
き
竣
か
も
、
激
し
く
揺
れ
動
い
齢
期
努
鱗
〆
緩
は
識
は
よ
り
近
代
都
市
建
設

み
な
懸
命
に
生
き
て
い
議

L
v

縄
線
総
務
験
襲
撃
さ
を
感
ヒ
た
あ
の
自

i。
た
郷
土
町
田
世
史
と
共
に
錨
夢
野
馨
数
畿
畿
警
議
を
的
ざ
し
て
緩
進
し
つ

る
の
で
あ
る
。
4
轟
議
議
磯
磁
線
鶴
鰭
灘
醐
欄
平
塚
は
そ
ん
な
前
町
で
す
。
歩
ん
で
き
た
事
実
を
忘
3
4
綴
議
饗
緩
潟
三
八
油
類
繍
つ
あ
る
。
そ
れ
は
J
t

幼
い
霊
的
手
に
す

F

通
轟
鐙
麟
鞠
麟
潮
風
が
や
さ
し
く
包
み
、
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(

J

γ

一
万
一
、
鑑
定
し
た
平
安
で
は
な

が

っ

て

、

七

夕

を

見

、

縛

舗

塩

川

子

町

花

が

よ

く

に

あ

戦

争

や

戦

災

や

混

乱

、

〆

)

十

二

ナ

緩

く

、

今

や

県

央

に

あ

っ

う
。
そ
ん
な
前
で
す
。
平
塚
に
生
ま
れ
、
平
指
揮
に
育
っ
た
私
は
、
こ
の
前
叫
に
線
て
近
鋒
都
市
を
リ
ー
ド
す
る
秒
間
明
呂
を
ひ
ら
く
平
塚
w

で
あ
る
。
「
住
み
よ
い
平

ワ

な

い

誇

り

と

愛

着

と

を

感

じ

る

の

で

す

。

暗

唱

」

「

可

能

性

愛

か

な

平

塚

」

に

誇

リ

を

持

ち

、

新

し

い

平

塚

文

化

的

創

造

を

態

待
す
る
市
阿
武
は
、
ひ
と
ワ
私
ば
か
り
で
は
幸
い
で
あ
ろ
う
。

媛鵬
見
殿
前
向
車
瀬
神
靖
子

〈
主
婦
)

(
昭
和
七
年
題
月
生
ま
且
〉

交
差
点
で
阜
の
流
れ
を
眺
め
た
丹
、
広
い
道
路
、
建
ち
並
ぶ
ピ
ル
を
見
て
い

ま
す
と
、
あ
ま
り
の
変
ぽ
う
に
改
め
て
驚
〈
こ
の
ご
ろ
で
す
。
平
塚
に
生
ま
れ
、

市
と
共
に
裁
を
重
ね
て
ま
い
ワ
ま
し
た
が
、
多
〈
の
患
い
山
山
の
中
で
、
忘
れ
ら

れ
な
い
の
は
戦
災
で
す
。

)
y
J
叫んだ
V

汁
火
山
仁
川
入
、
九
十
島
轟
て
パ
ラ
y
ク
が
建
ち
始

一
夜
で
市
町
大
部
分
が

J

¥

)

~

一
一
ザ
ソ
ム
臨
綴
織
緩
め
、
草
花
や
野
菜
を
穣

鏡
野
原
と
な

q
、
な
に
(
匙
務
臨
機
〆
弘
磁
態
欝
棚
、
え
て
人
々
の
生
活
が
始

も
か
も
が
無
残
な
姿
を
〆
翻
鴫
繊
維
議
離
鰭
必
議
鱗
ま
り
ま
し
た
が
、
八
織

さ
ら
し
特
有
の
に
お
い
ふ
輯

Y
A欄
ハ
麟
{
儀
畿
様
の
お
祭
り
の
自
に
終

が
立
ち
こ
め
て
い
ま
し
、
通
語
鑓
鰻

¥
J綴
綴
線
機
戦
と
な
り
空
襲

Z
Z

た
。
多
く
の
方
一
が
亡
く
〓
一
…
¥
絞
っ
醐
麟
離
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
ま

;
 

な
り
ま
し
た
。
や
が
、

7
7
:
)グ

U

4

a

し
た
。
し
か
し
食
種
難
、

イ
ン
フ
レ
に
苦
し
む
毎
詔
で
し
た
。
い
ま
、
新
し
い
街
迭
り
も
進
み
車
問
工
業
都

市
と
し
て
発
援
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
教
育
を
は
じ
め
多
方
面
の

総
設
を
充
実
し
、
蹴
進
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

') 

しも

豊
田
富
下
片
童
藤
吾

(
A
X鉱
弘
自
民
〉

へ
昭
和
七
年
間
月
生
ま
れ
)

ピ
リ
ピ
リ

i
。
「
ゃ
あ
ご
苦
労
き
ん
」
「
お
亭
ょ
う
。
葱
は
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

ね
。
き
あ
一
列
で
渡
る
ん
だ
よ
。
気
を
つ
け
て
学
校
へ
行
き
な
さ
い
ね
日

手
提
げ
カ
バ
ン
に
白
短
靴
、
純
白
の
ト
レ

i
パ
ン
が
自
に
し
み
る
。

素
足
に
風
呂
致
包
み
コ
〓
一

ι

ポ
ぺ
会
髄
輯
覇
市
と
し
て
今
日
の
繁
栄

、

一

一

γ
J
V
J
J
i
)ぺ
会
一
一
輯
欝

町
通
学
、
自
然
相
手
の
ト
…
川
)
)
一
九
%
一
多
ム
ア
¥
ご
し
畿
翻
醐
醐
を
間
見
る
に
至
っ
た
平
塚

遊
び
で
あ
っ
た
私
達
少
~
ジ
ト
長
良
彰
較
駐
韓
鱒
市
a

昔
向
調
態
も
数
少

年
特
代
と
は
生
活
も
環
験
鶴
警
護
ぺ
協
議
襲
臨
く
な
っ
た
が
、
ど
づ
か

境
も
能
分
と
変
わ
っ
た
。

J
J
鎖
醐
脚
)
イ
畿
議
繍
鶴
磁
綴
開
仁
公
獲
の
な
い
住
み
よ
い

戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
ぷ
溜
穣
襲
撃

γv必
簡
額
都
市
に
発
展
さ
せ
た
い

都
市
計
甑
は
着
実
に
施

J
j弓
守

三

)

も

の

だ

。

行
き
れ
、
商
工
業
部
、
一
マ
ゴ
て
プ
人
え
も
/
〆
¥

j

~

識
調
私
は
平
塚
市
が
騒
々

の
声
を
あ
げ
た
自
に
人
生
町
第
一
歩
を
記
し
た
。
以
来
、
私
を
育
ん
だ
こ
の
土

地
、
思
い
お
を
秘
め
た
こ
の
平
塚
記
限
り
な
い
愛
着
を
覚
え
る
。
そ
し
て
齢
四

十
を
迎
え
た
今
日
、
残
る
学
生
を
郷
土
平
塚
町
発
展
の
た
め
に
尽
そ
う
と
思
う
。



号外らつ治、

l億 3千万円をかけて大改修を行なっている見続合

体育館。脊少年の健全育成や体育的場として、将来

は総合グランドの建設も計画されていますc

立体交差や地下横断歩道、また綿の包のように整犠

された道路など平塚の道路事情は抜群ですが、将来

はなお、 80%の舗装が計画きれています。

終

嬢
原
忠
治
部
(
一
元
市
長
)

私
は
か
つ
て
県
在
職
中
、
平
塚
・
須
鶏
雨
前
町

内
合
併
お
よ
び
平
塚
市
町
誕
生
に
あ
た
ワ
産
婆

役
を
つ
と
め
た
が
、
当
時
的
人
口
は
わ
ず
か
三

万
組
千
余
に
過
ぎ
ず
。
そ
の
後
私
が
平
塚
市
長

と
し
て
迎
え
ら
れ
た
昭
和
十
八
年
は
、
あ
た
か

も
太
平
洋
戦
争
の
真
最
中
で
、
市
民
共
ど
も
不

眠
不
休
で
国
土
防
衛
に
全
力
を
傾
倒
し
た
が
、

間
二
十
年
七
月
十
六
目
的
空
襲
で
市
町
大
部
分
を
焦
土
と
化
し
、
八
月
十

五
日
.
つ
い
に
終
戦
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
市
は
寵
ち
に
委
員
会
を
設
け
、
戦

災
復
興
U

基
本
計
磁
を
決
定
し
、
こ
れ
の
笑
絡
を
際
に
委
託
し
た
と
こ
ろ
県

は
直
轄
事
業
と
し
て
昭
和
二
十
一
年
度
早
々
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
を
っ
た
。

い
ら
い
二
十
有
余
年
、
歴
代
市
長
円
努
力
と
産
業
経
済
的
爆
進
と
と
も
に

市
勢
も
活
発
で
、
い
ま
や
人
口
も
十
七
万
を
超
え
、
こ
こ
に
華
々
し
く
市

制
施
行
間
間
十
両
同
年
を
迎
、
え
る
こ
と
は
誠
に
感
後
深
い
も
の
を
紫
じ
袴
な
い
。

(J) 

訟
は
平
塚
が
十
五
歳
か
ら
廿
一
ニ
議
ま
で
、
八

年
間
開
の
受
持
教
師
闘
で
あ
っ
た
。
平
塚
と
言
ふ
少

年
は
す
一
一
一
発
車
の
戦
災
を
頂
点
と
し
た
前
後
数

年
の
不
幸
に
疲
れ
果
て
た
傷
だ
ら
け
の
少
年
で

あ
っ
た
。
税
は
こ
の
紅
顔
無
惨
主
少
年
に
対
し

心
を
鬼
に
し
て
ス
パ
ル

7
教
育
を
し
た
。
こ
の
持

織
に
あ
ら
ざ
れ
ば
到
底
な
し
得
な
い
骨
格
造
り

に
専
念
し
た
。
し
か
し
平
塚
と
雷
ふ
少
年
は
よ
く
ぞ
私
の
苛
酷
主
綾
に
堪

え
て
不
死
鳥
的
知
く
逗
ま
し
い
車
問
年
に
主
っ
て
く
れ
た
。
廿
三
歳
に
な
っ

て
、
私
の
手
を
一
絞
れ
た
荒
け
ず
り
の
背
年
平
塚
は
そ
の
後
よ
き
指
導
者
を
得

て
体
躯
は
肥
え
血
色
は
良
く
な
り
教
養
を
身
に
つ
け
研
賛
怠
た
ら
ず
遂
に

本
日
銭
に
重
厚
悠
揚
た
る
問
問
す
議
の
壮
年
と
な
っ
た
。
立
っ
て
受
持
教
師
榊

と
し
て
精
娘
を
傾
け
議
し
た
私
は
今
回
年
越
し
の
病
床
に
あ
っ
て
こ
の
塊

爽
た
る
『
不
惑
平
塚
』
の
雄
姿
を
惣
れ
惣
れ
と
見
蕩
れ
て
止
ま
な
い
ω

(J) 

JII 
貞

小
巾
堅
四
十
年
と
言
う
か
ら
人
生
不
惑
の
働
き

ざ
か
り
で
あ
る
。
特
色
あ
る
俄
性
約
主
都
市
づ

く
り
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
人
間
路
十
す
ぎ
か

ら
の
顔
は
は
じ
め
て
自
分
の
顔
と
一
習
わ
れ
る
。

秘
的
市
長
就
任
時
に
は
二
十
五
回
周
年
を
迎
、
ぇ
、

市
民
生
活
で
も
銀
婚
式
に
当
る
か
ら
、
昭
和
七

年
、
市
制
務
行
の
年
に
結
婚
し
て
こ
ん
に
ち
ま

で
司
}
夫
婦
健
在
で
市
内
発
展
に
寄
号
し
て
く
れ
忙
た
カ
y
プ
ん
を
選
ぴ
南
町

記
念
行
事
に
銀
上
花
を
添
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ヤ
ボ
な
(
こ
れ
は
失

礼
)
市
議
会
に
子
算
を
否
決
さ
れ
て
残
念
な
が
ら
お
じ
ゃ
ん
に
主
う
た
。

な
り
ふ
り
か
ま
わ
す
た
だ
こ
れ
戦
災
復
興
の
難
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
市

民
感
情
か
、
り
す
れ
ば
、
作
家
市
長
な
ん
て
の
ん
き
な
も
の
だ
な
と
受
け
と

ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
ち
が
っ
F
衣
貴
足
り
て
鍵

や
か
に
不
誠

T
Z出
え
た
自
分
的
顔
が
こ
こ
に
あ
る
。



(8 ) 

海
南
の
議
媛
な
気
候
、
恵

ま
れ
た
自
然
の
も
と
、
認
遂

を
続
け
て
き
た
平
塚
市
が
、

こ
こ
に
市
制
刺
繍
行
翻
十
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
寄
び
た

い
と
恋
う
。

卒
中
巾
は
い
ま
や
人
口
十
七

万
を
こ
え
、
察
車
八
町
中
核
都

市
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
減
歩

を
臨
時
つ
つ
あ
る

が
、
こ
れ
ひ
と
え
に
、

市
民
的
努
力
的
た

ま

も

め

に

は

か

を

納

付

サ

/

一

ら

な

い

。

ま

た

遼

ゐ

一

大

な

将

来

を

指

向

ゑ

一

し

、

経

惑

に

み

ち

品

一
び
い
た
先
人
的
車

1

一
見
と
偉
業
に
対
し

γ

一

て

も

、

心

か

ら

数

比

一

一

意

を

表

す

る

も

の

町

一

で

あ

る

。

量

一

本

市

が

こ

れ

ま

&

一

で

に

た

ど

っ

た

選

霊

一

程

は

必

ず

し

も

平

骨

一
組
で
は
な
く
、
総

d

一

和

二

十

年

同

大

空

品

明
畿
を
は
じ
め
幾
多

B

聞

の

試

練

が

あ

っ

た

。

「

開
し
か
し
市
民
的
不

U

向

勝

不

擦

の

続

格

は

油

口
斗
よ
く
困
難
を
克
服

ー
由
し
、
一
段
と
興
経

同
月
間
に
つ
く
し
て
き
た

AA
一
の
で
あ
る
。
こ
れ
¥
一
シ
絞

廷

は

、

市

民

的

誇

q

門

峨

弘
一
と
し
て
手
、
後
設
ふ
(
機
欄
欄

間
引
開
に
語
り
つ
が
れ
て
川
〆
ひ
滋

aM
聞
い
く
こ
と
で
あ
ろ

fip

、守，。
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
か

ら
一
一
一
十
一
一
年
に
か
け
て
、
隣

接
一
一
町
七
村
と
の
合
併
が
実

現
し
、
い
よ
い
よ
大
平
塚
市

事，?力、

と
し
て
の
礎
を
か
た
め
た
の

で
あ
る
e

お
も
、
ヲ
に
、
都
市
と
は
、

そ
こ
に
住
む
人
々
が
鍵
療
で

安
全
に
住
み
、
そ
し
て
鎗
快

に
掛
聞
き
、
か
つ
楽
し
く
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
機

能
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
理
想
を
速

成
す
る
た
め
に
、
成
し
遂
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
事
は
ま
こ
と

に
多
い
。
つ
ま
ワ

近
代
都
市
と
し
て

不
可
欠
の
公
共
下

水
道
な
ど
の
都
市

基
撃
繋
惨
を
は
じ

め
、
教
育
文
化
的

向
上
、
産
業
経
済

の
緩
察
、
そ
れ
に

公
害
、
交
遜
悶
懇

盤
守
的
解
決
も
重
婆

な
諜
懇
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、

本
権
行
政
の
線
幹

で
あ
る
総
合
同
開
発

計
制
閣
を
着
実
に
実

行
に
移
し
て
い
き

た
い
と
窓
、
7
0

私
は
、
こ
の
記

念
す
べ
き
と
き
に

あ
た
り
¥
諸
先
畿

の
ご
労
苦
に
報
い
、

市
民
的
幸
福
と
よ

さ
前
途
の
た
め
に

新
た
な
決
意
で
カ

の
限
り
掛
聞
く
こ
と

を
欝
、
ワ
次
第
で
あ

ヲ@。

市
制
総
行
当
時
同
市
勢
婆

覧
に
、
っ
き
の
よ
う
に
記
銭

き
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
(
乗
沼
)
二
一
一
台

H

(

荷
用
)
回
一
一
一
台

自
転
車
一
一
一
、
九
七
九
ム
ロ

入

力

車

三

七

台

牛

馬

車

五

六

台

荷
車
一
、
八
一
九
品
目

当
時
は
乗
用
車
が
二
十
二

台
し
か
な
く
、
そ
の
か
わ
り

に
自
転
車
や
荷
車
が
は
ば
を

き
か
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
平
塚
の
自
動
車
は
約
二

万
台
、
通
過
車
較
を
含
め
る

と
た
い
へ
ん
な
数
の
忌
動
車

が
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

平

塚

市

議

会

議

長

j
 

春
光
う
ら
ら
か
な
き
ょ
、
?
、
市
制

間
間
十
間
周
年
を
迎
、
え
ま
し
た
。
幾
多
の

変
遂
を
緑
、
困
難
な
道
を
歩
み
な
が

ら
も
、
平
塚
市
や
)
パ
(
)
ラ
:
ミ

は
揃
蓄
の
中
心
約
一
一
一
鞍
伊

核
都
市
と
々
一
都
多
数
験
綾
織

し

て

の

地

イ

F
4
4
勢
議
議
綴
緩
綴
緩

位

を

築

き

つ

;

ぎ

t
d雛
喝

つ

あ

り

ま

す

。

可

市
田
氏
の
み
な
さ
ん
と
市
勢
の
伸
援
を

お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
会

に
、
将
来
へ
の
都
市
づ
く
り
を
展
望

し
、
思
索
を
深
め
て
ま
い

q
た
い
と

存
じ
ま
す
。

ら
、
公
害
や
事
故
が
大
き
主
公
寄
や
事
故
の
こ
と
を
考
え

社
会
問
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。
る
と
き
、
市
制
施
行
以
煎
の

自
動
車
が
社
会
に
来
た
す
役
の
ど
か
さ
が
捕
惜
し
ま
れ
ま
す

割
可
は
大
き
い
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
記
録
で
は
、

楠
篭
話
が
六
百
十
六
(
現
在
約
二
一

万
三
千
閲
線
)
、
市
財
政
三
十

五
万
円
(
現
荘
百
冊
間
十
六
億

円
)
、
市
職
員
一
ニ
十
五
人
(
現

在
千
七
百
人
)
、
工
業
六
十
一

社
(
現
在
六
二
九
社
)
、
商
業

千
九
百
活
(
現
在
三
千
三
百

庖
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
は
当
時
三
校
、
学

童
数
約
五
千
人
、
現
在
十
八

校
、
一
万
恩
千
人
。

当
時
吋
の
こ
ど
も
た
ち
五
千

人
が
‘
士
山
制
総
行
を
祝
い
、
そ

し
て
今
B
の
平
塚
を
築
き
上

げ
ま
し
た
が
、
可
能
性
あ
る

あ
す
の
平
塚
は
、
間
間
十
周
年

を
明
眠
、
っ
き
ょ
う
の
一
万
四
千

人
の
こ
ど
も
た
ち
が
担
う
て

セ酔

、司.

@
@
a
e
a
w
e
@
 

く号

替
都
額
と
し
て
の
強
い
影
響
の
中

で
、
平
塚
市
は
ま
す
ま
す
大
き
な
変

化
を
続
け
る
で
あ
ワ
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
に
対
処
し
‘
仲
は
み
良
い
都
市
を
つ

く
っ
て
い
〈
た
め
に
は
、
抑
制
市
開
開
発

計
画
も
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
考
え

方
で
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
怠
い
ま
す
。
間
開
発
的
要
件
と
い
い

ま
し
ょ
う
か
、
環
境
保
全
、
環
境
整

備
の
必
要
条
件
を
十
分
譲
保
す
る
必

婆
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

残
さ
れ
た
空
間
聞
を
十
分
に
検
討
し
、

有
効
な
雄
策
に
よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
都

市
環
境
音
整
備
し
て
行
き
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
大
都
市
に
は
な
い
鎖

性
あ
る
都
市
づ
〈
り
を
今
後
の
口
出
標

9

と
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

(J) 

私
的
夢
L

が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
二
十
年
前
の
夢
は
ど
ん

な
夢
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
?

そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し

寺
岱
}
レ
L
ふ

4
ノ。

お
菓
子
町
工
場
を
つ
〈

リ
ま
し
ょ
っ
。
毎
自
の
お
や

つ
は
市
町
配
給
自
動
車
が
配

給
し
て
く
れ
る
。
宜
両
嵐
山
と

花
氷
川
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を

つ
く
っ
て
そ
の
付
近
を
子
供

の
街
と
し
た
い

1
1
1小
学
生

ill-市
立
の
病
世
間
を
須
賀
、

馬
入
、
新
宿
、
本
宿
、
海
岸

に
一
つ
ず
つ
建
て
る
。
お
金

は
市
民
貌
の
な
か
か
ら
お
す

i
l
e

小
学
生

!
l道
路
交
差
点
に
手
洗
所

を
つ
く
る
。
交
差
点
へ
行
け

ば
・
・
:
・
と
印
象
づ
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る

l
l
中
学
生

i
i
s格
模
線
を
平
塚
ま
で
延

長
し
て
通
勤
者
の
便
を
は
か

る
。
急
行
電
車
内
停
車
運
動

を
す
る
。
伊
勢
原
、
秦
野
、

く〉記念文化講演会

4 Jll日・午後 1時30分・市民センター

議締・大江健三郎氏(作家) .李依成氏(作家)

く〉ラジオ公跨放送

4月 28.午後 H寺・市民センター・ラジオ関東

(平山三紀・三笑*笑三ほか出i車)
く〉安楽隊司右中パレード

4 !ヲ 28.午後 1待30分場関道一号線歩行者天国

(小学校、中学校、東海大学のまま楽隊)

く〉記念はがきの発売

4月1a発売・ 2枚 1総60向調販売数 3千総

く〉平塚教育資料差是{学制発布 100閏年記念)

4 月 la~3a.~詩善公民館

く〉花き展示会

4 月 1 日~ 3 a .機E霊デパ ト・切花生産業者

く〉植木市

4 Jll日 -48 .八幡山公麗・植木、事事物~p売

く〉花いっぱい運動

4月2自・市内-fIl

ュールTI

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
主
主
刑
期
待
と
綴
い
が
彼

ら
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

厚
木
と
連
絡
す
る
電
車
を
間
開

通
す
る
I
l
-
-
中
学
生

|
|
百
万
円
を
投
じ
た
建
物

の
設
ぶ
こ
と
よ

q
、
百
万
m門

を
投
じ
た
公
衆
便
所
、
由
民
物

に
来
た
お
母
き
ん
売
の
公
衆

授
乳
場
、
お
む
つ
の
取
換
、
ぇ

場
所
を
つ
く
る

i

高
校
生

も
う
少
し
衛
生
約
に
住

み
よ
い
所
で
あ
リ
た
い
。
も

フ
少
し
衛
生
夫
を
増
員
し
て

塵
芥
の
処
壌
を
し
て
ほ
し
い
。

道
織
に
ご
み
の
山
、
瀬
戸
物

の
こ
わ
れ
た
の
が
積
ん
で
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
下
水
道

町
本
一
が
滋
れ
た
れ
ソ
、
悪
臭
が

発
数
し
な
い
よ
う
な
街
に
し

た
い

i

i

l

C

子

き
て
、
「
僕
の
夢
、
私
の
夢
L

の
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
ま

だ
夢
の
ま
ま
で
実
現
き
れ
て

い
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
中
市
と
市
誌
の
み
な

さ
ん
と
が
カ
を
合
わ
せ
て
、

夢
の
笑
朝
刊
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
市
総
施
行
間
間
十

潟
年
を
記
念
し
て
多
彩
な
記

念
行
事
を
計
一
蹴
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
は
一
月
号
の

広
報
ひ
ら
つ
か
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
に

記
念
枚
目
聞
の
制
作
が
あ
り
ま

す。
こ
の
験
一
掛
は
、
や
市
制
制
殴
十

回
刷
年
を
述
、
え
た
昭
和
間
四
十
七

年
現
時
吋
点
的
平
塚
町
す
が
た

す
な
わ
ち
市
勢
や
、
市
民
的

暮
ら
し
ゃ
、
環
境
、
産
業
経

済
、
都
市
の
形
態
な
ど
を
記

録
に
と
ど
め
て
将
来
に
桟
そ

う
と
い
う
も
の
で
、
十
六
ミ

リ
、
力
ラ

i
、
三
十
分
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
記
念
事
業
実
行
委
員

会
で
は
校
制
閉
鎖
作
会
社
を
決

め
る
の
に
シ
ナ
リ
オ
(
台
本
)

審
去
を
し
て
決
め
る
と
い
う

方
法
を
と
り
、
八
社
を
指
定

す
で
に
審
査
を
終
え
、
制
作

会
社
を
東
京
の

V
智

I
'
P

校
と
決
定
し
ま
し
た
。
審
棄

の
対
象
と
な
っ
た
シ
ナ
ワ
オ

を
も
と
に
実
行
委
員
会
と
師
細

部
に
つ
い
て
市
捌
聞
の
注
文
な

ど
折
衝
を
行
な
い
、
記
念
式

典
的
模
蝿
怖
か
ら
撮
影
に
は
い

り
ま
す
ロ

〈

。

撮

影

は

こ

と

つ

介

し

十

月

ご

ろ

ま

唱

で

続

け

ら

れ

、

打

完

成

は

年

末

に

イ
な
る
予
定
で
す
。

的
九
映
画
は
多
く
の

習
し
市
民
に
見
て
も

娩
で
ら
い
ま
す
が
、

念

3

n

t

記
私
平
塚
町
震
史
的

た
一
誌
拠
と
し
て
祭

れ

ラ

〈
将
来
に
残
る

ら

カ

こ
と
で
し
ょ
っ
。
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